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人と人が分かり合う社会に
大阪・吉田　愛望
　以前、私のクラスに、人の物を勝手に盗ったり、すぐに暴力を振るったり、暴言を吐く男の子がいました。いつも人にちょっかいをかけ、嫌がる事ばかりするので、皆その子が好きではなく、話し掛けたり、仲良くする事もありませんでした。
　ある日、私の友達が大切にしていたキーホルダーが無くなり、皆で探したけれど結局どこにもありませんでした。そんな時ある一人が、
「絶対にまたあいつが盗ったんだ。」
と言い、誰もがその子に
「何で盗ったんや。早く返せよ。」

と口々に言いました。

「そんなん知らん。俺じゃない。」

そう言い返してきたけれども、普段の行動で皆からあまり好かれていなかった子の言葉を信じる者は私も含め誰一人いませんでした。

その日の夕方、その子が一人で公園でサッカーをしていたので、私は思い切って、
「なんで、いつも人の嫌がる事をするの？」

と聞いてみました。するとその子は、
「お前らの嫌がる事をしたら、かまってくれる、何か気に掛けてくれると思った。でもキーホルダーを盗ったのは俺じゃない。いつもやっていない事でも、みんなは決めつけて俺のせいにするから何もかも嫌になる。」
と話してくれました。家に帰っても、両親の帰りが遅く、一人で長い時間過ごしているという事も教えてくれました。私はこの男の子を、性格の悪い、嫌な子だと決めつけていましたが、家庭の状況や、かまってほしいという言葉を聞き、彼の気持ちを考えなかった自分や、彼を否定し受け入れなかったり、話もせず一方的に悪者と決めつけていたクラスの皆にも、彼が問題行動を起こす原因があったのではないかと思いました。

その日以降、私はその子と学校でたくさん話をし、家が近かったので帰ってからも時々一緒に公園で遊ぶ様になり、
「最近めっちゃ楽しいわ。学校終わってからも一緒に遊ぶ友達が出来てさみしくない。ありがとうな。」

と言ってくれ、大親友と呼べる程仲良くなりました。それからは、その子も学校でたくさんの友達と打ち解け、問題行動も起こさなくなり、クラスが明るく楽しい雰囲気となり、私自身心のモヤモヤが取れ、毎日嬉しい気分で過ごせる様になりました。

毎日どこかで起こっている事件、犯罪の中には、未成年や老人が加害者である事が多くなって来た様に感じます。未成年が違法薬物を使用したり、老人が殺人事件を起こしたりと、本当に様々な事件が身の回りで起こっています。犯罪は決してしてはならない、許されるものではありません。しかしながらこれら犯罪というのは、自分を分かってくれない、受け入れてくれない、心を開いて話せる相手がいない、孤独やさみしさから自暴自棄になって起こしてしまう人もいるのではないかと、以前の男の子の出来事から考える様になりました。人々はお互いを分かり合う努力をし、相手の気持ちを理解し、受け入れる広い心を持てば少しでも犯罪は防げるのではないでしょうか。

また、先日見ていたテレビで、刑務所や少年院から出所した人をサポートする更生保護施設という所がある事を知りました。出所しても身よりが無かったり、生活環境に恵まれない人が、食事や宿泊場所を提供してもらい、社会復帰が出来る為の指導や援助を行ってもらっていました。罪を犯した行為は、その人にとって紛れもない事実であり、消せない過去です。けれども、今後社会復帰を目指し、努力している人もいるんだと、私達ももっと知り、受け入れる世の中になれば、再犯も起こらない社会につながると私は思っています。

お互いがお互いを助け合い、わかり合い、思いやり、受け入れ、非行、犯罪、再犯の起こらない明るく温かな社会になる事を私は願います。
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